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９
．

ク
リ

ー
ン

で
経

済
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
実

現

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
環

境
制

約
を

克
服

し
、

経
済

成
長

と
温

室
効

果
ガ

ス
の

大
幅

な
排

出
削

減
の

両
立

や
気

候
変

動
へ

の
適

応
等

に
貢

献
す

る
た

め
、

ク
リ

ー
ン

で
経

済
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
実

現
に

向
け

た
研

究
開

発
を

推
進

す
る

。
概
要

徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

未
来

社
会

創
造

事
業

ハ
イ

リ
ス

ク
・
ハ

イ
イ

ン
パ

ク
ト
な

研
究

開
発

の
推

進

「
地

球
規

模
課

題
で

あ
る

低
炭

素
社

会
の

実
現

」
領

域
1
,2

1
0
百

万
円

（
4
0
0
百

万
円

）

戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業
先

端
的

低
炭

素
化

技
術

開
発

（
A
L
C
A
）

5
,3

0
1
百

万
円

（
5
,1

1
6
百

万
円

）

革
新
的
な
低
炭
素
化
技
術
の
研
究
の
推
進

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

社
会

の
実

現
に

資
す

る
次

世
代

半
導

体
研

究
開

発
1
,5

4
4
百

万
円

（
1
,2

5
3
百

万
円

）

「
エ

ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

」
等
を

踏
ま

え
、

2
0
50
年

の
社
会
実
装
を
目
指

し
、

抜
本

的
な

温
室

効
果
ガ

ス
削

減
に

向
け

た
従

来
技
術
の
延
長
線

上
に

な
い

革
新

的
エ

ネ
ル
ギ

ー
科

学
技

術
の

研
究

開
発
を
推
進

す
る

と
と

も
に

、
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

蓄
電

池
に
代

わ
る

革
新
的
な
次
世
代

蓄
電

池
や

バ
イ

オ
マ

ス
か
ら

化
成

品
等

を
製

造
す

る
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
等

の
世
界

に
先

駆
け

た
革

新
的

低
炭
素
化
技
術
の

研
究

開
発

を
推

進
。

電
力

消
費

の
大

幅
な

効
率

化
を

可
能

と
す

る
窒

化
ガ

リ
ウ

ム
（

G
aN

）
等

を
活

用
し

た
次
世

代
パ
ワ
ー

デ
バ

イ
ス

、
レ

ー
ザ

ー
デ

バ
イ

ス
、

高
周

波
デ

バ
イ

ス
の

実
現
に

向
け
、
理

論
・

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

も
活

用
し

た
材

料
創

製
か

ら
デ

バ
イ
ス

化
・
シ
ス

テ
ム

応
用

ま
で

の
次

世
代

半
導

体
に

係
る

研
究

開
発

を
一

体
的
に
推
進
。

接
合

構
造

太
陽

電
池

充
電

中
の

電
気

自
動

車

長
期

的
視

点
で

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

を
根

本
的

に
解

決

地
球

観
測

・
予

測
情

報
を

活
用

し
て

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

に
対

応

気
候

変
動

適
応

戦
略

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

1
,6

6
6
百

万
円

（
1
,4

1
2
百

万
円

）

気
候

変
動

に
係

る
政

策
立

案
や

具
体

の
対

策
の

基
盤

と
な

る
気

候
変

動
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
や

高
精

度
予

測
情

報
の

創
出

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

用
い

て
地

球
規

模
課

題
の

解
決

に
産

学
官

で
活

用
で

き
る

地
球

環
境

情
報

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
（
デ

ー
タ

統
合

・
解

析
シ

ス
テ

ム
（
Ｄ

ＩＡ
Ｓ

）
）
、

地
域

に
お

け
る

気
候

変
動

適
応

策
の

立
案

・
推

進
に

資
す

る
将

来
予

測
情

報
等

の
開

発
・
提

供
を

一
体

的
に

推
進

。
独

自
の

全
球

気
候

モ
デ

ル

デ
ー

タ
統

合
・
解

析
シ

ス
テ

ム
（
D

IA
S）

温
州

ミ
カ

ン
栽

培
適

地
の

将
来

変
化

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
0
,
8
3
8
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
3
7
,
6
5
6
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

実
験

炉
ＩＴ

Ｅ
Ｒ

（
フ

ラ
ン

ス
に

建
設

中
）

原
発

と
全

く
違

う
燃

料
（
水

素
の

同
位

体
）
と

原
理

を
活

用

豊
富

な
資

源
量

と
高

い
安

全
性

○
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

を
根

本
的

に
解

決
す

る
も

の
と

期
待

さ
れ

る
核

融
合

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

実
現

に
向

け
、

科
学

技
術

先
進

国
と

し
て

、
以

下
の

国
際

約
束

に
基

づ
く
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

計
画

的
か

つ
着

実
に

実
施

。

・
核

融
合

実
験

炉
の

建
設

・
運

転
を

通
じ

て
、

科
学

的
・技

術
的

実
現

可
能

性
を

実
証

す
る

ＩＴ
Ｅ

Ｒ
計

画

・
発

電
実

証
に

向
け

た
先

進
的

研
究

開
発

を
国

内
で

行
う

幅
広

い
ア

プ
ロ

ー
チ

（
Ｂ

Ａ
）
活

動

ＩＴ
Ｅ

Ｒ
（
国

際
熱

核
融

合
実

験
炉

）
計

画
等

の
実

施
3
1
,8

6
6
百

万
円

（
2
2
,5

2
9
百

万
円

）

Ｂ
Ａ

活
動

サ
イ

ト
（
青

森
県

六
ヶ

所
村

）

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

の
開

発
等

に
よ

り
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

に
対

応
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未
来

社
会

創
造

事
業

（
ハ

イ
リ

ス
ク

・
ハ

イ
イ

ン
パ

ク
ト
な

研
究

開
発

の
推

進
）

「
地

球
規

模
課

題
で

あ
る

低
炭

素
社

会
の

実
現

」
領

域

⃝
パ

リ
協

定
で

掲
げ

ら
れ

た
2
0
5
0
年

の
温

室
効

果
ガ

ス
大

幅
削

減
目

標
の

達
成

に
は

、
現

状
の

削
減

努
力

だ
け

で
な

く
世

界
全

体
の

排
出

量
の

抜
本

的
な

削
減

を
実

現
す

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
こ

と
が

不
可

欠
。

⃝
経

済
成

長
と

温
室

効
果

ガ
ス

削
減

の
排

出
抑

制
を

両
立

す
る

た
め

に
は

、
低

炭
素

化
を

阻
害

す
る

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

を
克

服
す

る
革

新
技

術
を

学
界

が
創

出
し

、
産

業
界

へ
橋

渡
し

す
る

こ
と

に
よ

る
産

業
競

争
力

の
強

化
が

必
要

。

支
援

対
象

期
間

：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
事

業
規

模
：
３

千
万

円
～

５
千

万
円

（
探

索
研

究
）
／

課
題

事
業

期
間

：
平

成
2
9
年

度
～

研
究

期
間

は
原

則
５

年
間

と
し

、
ス

テ
ー

ジ
ゲ

ー
ト

評
価

を
経

て
本

格
研

究
へ

移
行

（
さ

ら
に

最
長

５
年

間
）
。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

国
JS

T

運
営
費

交
付
金

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

・
次

世
代

デ
バ

イ
ス

、
次

世
代

太
陽

光
、

次
世

代
地

熱
、

次
世

代
蓄

電
池

、
水

素
（
製

造
・
貯

蔵
・
輸

送
・
利

用
）
等

の
革

新
的

な
技

術
の

開
発

を
重

点
化

＜
未

来
投

資
戦

略
2
0
17

（平
成

2
9年

６
月

閣
議

決
定

）
＞

・
長

期
的

視
野

に
立

っ
て

、
C

O
2
排

出
削

減
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

実
現

す
る

た
め

の
中

長
期

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
環

境
分

野
の

研
究

開
発

を
、

産
学

官
の

英
知

を
結

集
し

て
強

力
に

推
進

し
、

そ
の

成
果

を
世

界
に

展
開

し
て

い
く
。

＜
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

（
平

成
28

年
４

月
総

合
科

学
技

術
・イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

会
議

）＞

・
2
0
50

年
の

社
会

実
装

を
目

指
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

等
を

踏
ま

え
、

従
来

技
術

の
延

長
線

上
に

な
い

革
新

的
エ

ネ
ル

ギ
ー

科
学

技
術

の
研

究
開

発
を

強
力

に
推

進
。

○
明

確
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

設
定

・
2
0
50

年
の

温
室

効
果

ガ
ス

大
幅

削
減

と
い

う
ゴ

ー
ル

か
ら

バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

ト
し

、
既

存
技

術
の

延
長

に
な

く
2
0
5
0
年

に
存

在
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

技
術

に
向

け
て

、
今

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
な

明
確

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト
を

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で
設

定
。

○
ス

モ
ー

ル
ス

タ
ー

ト
＆

ス
テ

ー
ジ

ゲ
ー

ト
方

式
の

導
入

・
採

択
時

に
は

少
額

の
課

題
を

多
数

採
択

し
研

究
競

争
を

実
施

。
途

中
段

階
で

タ
ー

ゲ
ッ

ト
達

成
度

及
び

投
資

可
能

性
判

断
に

基
づ

く
厳

し
い

評
価

に
よ

り
、

成
績

優
秀

者
の

み
次

の
フ

ェ
ー

ズ
に

移
行

す
る

仕
組

み
を

採
用

。

○
優

秀
な

人
材

に
よ

る
厳

し
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

ス
テ

ー
ジ

ゲ
ー

ト
評

価
等

に
応

じ
た

研
究

費
の

追
加

、
削

減
、

研
究

の
中

止
等

の
厳

し
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
。

※
先

端
的

低
炭

素
化

技
術

開
発

（
A

L
C

A
）
事

業
の

仕
組

み
を

発
展

さ
せ

、
2
0
50

年
の

温
室

効
果

ガ
ス

削
減

に
向

け
た

研
究

開
発

を
未

来
社

会
創

造
事

業
「
地

球
規

模
課

題
で

あ
る

低
炭

素
社

会
の

実
現

」
領

域
と

し
て

推
進

。

背
景

・
課

題

事
業

概
要

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
2
1
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
0
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

【
研
究
開
発
テ
ー
マ
例
】

＜
テ

ー
マ

例
＞

溶
液

を
塗

布
す

る
こ

と
に

よ
り

、
温

度
変

化
に

応
じ

た
C

O
2
の

吸
着

・
透

過
を

可
能

と
す

る
分

離
膜

を
開

発

高
効

率
CO

2回
収

・有
効

利
用

技
術

C
O

2
の

大
規

模
排

出
源

か
ら

の
C

O
2
の

分
離

・
貯

留
及

び
貯

留
さ

れ
た

C
O

2
を

資
源

化
す

る
研

究
開

発
を

推
進

。

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

に
お

い
て

特
定

さ
れ

た
技

術
分

野
も

踏
ま

え
、

2
0
5
0
年

の
温

室
効

果
ガ

ス
大

幅
削

減
と

い
う

ゴ
ー

ル
に

資
す

る
テ

ー
マ

を
設

定
。

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等
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戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業

先
端

的
低

炭
素

化
技

術
開

発
（
A
L
C
A
)

⃝
低

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

産
業

部
門

、
運

輸
部

門
、

民
生

部
門

に
お

い
て

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

を
大

幅
に

削
減

す
る

革
新

的
な

技
術

の
開

発
が

必
要

。

⃝
パ

リ
協

定
を

踏
ま

え
、

日
本

も
2
0
3
0
年

度
ま

で
に

2
0
13

年
度

比
で

26
％

の
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
を

目
標

と
し

て
い

る
。

支
援

対
象

期
間

：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
事

業
規

模
：
３

千
万

円
～

５
千

万
円

（
革

新
技

術
領

域
）
／

課
題

事
業

期
間

：
平

成
2
2
年

度
～

平
成

3
7
年

度
研

究
期

間
は

原
則

５
年

間
と

し
、

ス
テ

ー
ジ

ゲ
ー

ト
評

価
を

経
て

「
実

用
技

術
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
へ

移
行

（
さ

ら
に

最
長

５
年

間
）
。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

次
世

代
デ

バ
イ

ス
、

次
世

代
太

陽
光

、
次

世
代

地
熱

、
次

世
代

蓄
電

池
、

水
素

（
製

造
・
貯

蔵
・
輸

送
・
利

用
）
等

の
革

新
的

な
技

術
の

開
発

を
重

点
化

＜
未

来
投

資
戦

略
2
0
17

（平
成

2
9年

６
月

閣
議

決
定

）
＞

○
2
0
3
0
年

の
社

会
実

装
を

目
指

し
、

低
炭

素
社

会
の

実
現

に
貢

献
す

る
革

新
的

な
技

術
シ

ー
ズ

及
び

実
用

化
技

術
の

研
究

開
発

や
、

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
蓄

電
池

に
代

わ
る

革
新

的
な

次
世

代
蓄

電
池

や
バ

イ
オ

マ
ス

か
ら

化
成

品
等

を
製

造
す

る
ホ

ワ
イ

ト
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

等
の

世
界

に
先

駆
け

た
革

新
的

低
炭

素
化

技
術

の
研

究
開

発
を

推
進

。

○
特

別
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

2
0
3
0
年

の
社

会
実

装
を

目
指

し
て

取
り

組
む

べ
き

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

文
部

科
学

省
と

経
済

産
業

省
が

合
同

検
討

会
を

開
催

し
て

設
定

し
、

産
学

官
の

多
様

な
関

係
者

が
参

画
し

て
共

同
研

究
開

発
を

実
施

(「
次

世
代

蓄
電

池
研

究
加

速
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
、

「
ホ

ワ
イ

ト
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
よ

る
次

世
代

化
成

品
創

出
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

実
施

中
)。

○
実

用
技

術
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
革

新
的

技
術

シ
ー

ズ
の

発
掘

含
む

）

・
2
0
30

年
の

社
会

実
装

を
目

指
し

、
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
に

大
き

な
可

能
性

を
有

す
る

世
界

に
先

駆
け

た
革

新
的

な
技

術
シ

ー
ズ

を
発

掘
。

・
要

素
技

術
開

発
を

統
合

し
つ

つ
実

用
技

術
化

の
研

究
開

発
を

加
速

。

※
2
0
50

年
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
抜

本
的

削
減

を
目

指
す

革
新

的
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

に
つ

い
て

は
、

本
事

業
の

仕
組

み
を

発
展

さ
せ

た
未

来
社

会
創

造
事

業
「
地

球
規

模
課

題
で

あ
る

低
炭

素
社

会
の

実
現

領
域

」
に

お
い

て
研

究
開

発
を

推
進

。

次
世

代
蓄

電
池

研
究

加
速

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

蓄
電

池
に

代
わ

る
新

し
い

蓄
電

池
の

研
究

開
発

）

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
蓄

電
池

の
延

長
線

上
に

は
な

い
、

全
く
新

し
い

タ
イ

プ
の

蓄
電

池
を

開
発

し
、

従
来

の
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

蓄
電

池
の

1
0
倍

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

密
度

、
1
/1

0
の

コ
ス

ト
を

目
指

す
。

・
天

然
に

は
微

量
し

か
存

在
し

な
い

が
、

透
明

か
つ

高
耐

熱
性

、

高
強

度
に

つ
な

が
る

原
料

（
シ

ナ
モ

ン
系

分
子

）
を

発
見

し
、

こ
れ

を
用

い
た

バ
イ

オ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

開
発

に
成

功
。

・
自

動
車

部
品

な
ど

の
金

属
や

ガ
ラ

ス
を

代
替

す
る

物
質

と
し

て
、

自
動

車
軽

量
化

等
に

よ
る

温
室

効
果

ガ
ス

削
減

が
期

待
。

世
界

最
高

強
度

・
最

高
耐

熱
の

バ
イ

オ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

開
発

・
自

動
車

の
車

体
等

に
使

わ
れ

て
い

る
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
合

金
に

匹
敵

す
る

優
れ

た
室

温
成

形
性

と
強

度
を

示
す

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

合
金

圧
延

材
を

開
発

。
・

鋼
材

製
造

コ
ス

ト
低

減
を

図
る

と
と

も
に

、
自

動
車

や
新

幹
線

の
構

造
部

材
の

軽
量

化
等

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
が

期
待

。

室
温

形
成

が
可

能
で

軽
量

な
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
合

金
を

開
発

充
電

中
の

電
気

自
動

車
（
現

在
の

最
大

走
行

距
離

は
約

1
2
0
km

）

背
景

・
課

題

事
業

概
要

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
,
3
0
1
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
5
,
1
1
6
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

国
JS

T

運
営
費

交
付
金

委
託

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等
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省
エ

ネ
ル

ギ
ー

社
会

の
実

現
に

資
す

る
次

世
代

半
導

体
研

究
開

発

⃝
高

電
圧

・
低

抵
抗

で
使

用
で

き
、

大
き

な
省

エ
ネ

効
果

が
期

待
さ

れ
る

窒
化

ガ
リ

ウ
ム

（
G

aN
）
等

の
次

世
代

半
導

体
が

世
界

で
注

目
。

⃝
高

品
質

結
晶

や
デ

バ
イ

ス
作

成
の

成
功

に
よ

り
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

社
会

の
実

現
と

と
も

に
大

き
な

世
界

市
場

＊
の

獲
得

が
可

能
。

背
景

・
課

題

事
業

概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

○
G

aN
等

の
次

世
代

半
導

体
を

用
い

た
パ

ワ
ー

デ
バ

イ
ス

等
の

2
0
30

年
の

実
用

化
に

向
け

て
、

20
20

年
（
平

成
32

年
）
度

ま
で

の
事

業
期

間
中

に
結

晶
作

製
技

術
を

創
出

す
る

と
と

も
に

デ
バ

イ
ス

作
製

方
法

の
目

途
を

た
て

る
。

○
理

論
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
も

活
用

し
た

材
料

創
製

か
ら

デ
バ

イ
ス

化
・
シ

ス
テ

ム
応

用
ま

で
、

G
a
N
等

の
次

世
代

半
導

体
の

研
究

開
発

を
一

体
的

に
推

進
。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

支
援

対
象

機
関

：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等

想
定

事
業

規
模

：
２

～
６

億
円

/
拠

点
・
領

域

事
業

期
間

：
平

成
2
8
年

度
～

平
成

3
2
年

度
国

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

委
託

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
政
策
文
書
に
お
け
る
記
載
（
抄
）
】

・
G

aN
等

の
革

新
材

料
を

用
い

た
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

資
す

る
次

世
代

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
の

事
業

化
に

向
け

た
革

新
的

な
研

究
開

発
・
技

術
開

発
・
普

及
を

加
速

。
＜

未
来

投
資

戦
略

2
0
1
7
（
工

程
表

）
（
平

成
29

年
６

月
閣

議
決

定
）＞

・
高

耐
熱

周
辺

部
材

、
高

温
/
高

速
/
高

電
圧

/
高

電
流

密
度

デ
バ

イ
ス

・
モ

ジ
ュ

ー
ル

の
実

装
技

術
が

未
確

立
で

あ
り

、
材

料
・
デ

バ
イ

ス
開

発
の

み
な

ら
ず

、
パ

ワ
ー

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

を
装

置
・
シ

ス
テ

ム
と

し
て

確
立

す
る

必
要

が
あ

る
。

経
済

性
を

成
立

さ
せ

る
た

め
、

大
面

積
で

高
品

質
な

、
パ

ワ
ー

デ
バ

イ
ス

用
半

導
体

ウ
ェ

ハ
の

作
成

技
術

の
開

発
が

必
要

。
＜

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
環

境
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

（
平

成
28

年
４

月
総

合
科

学
技

術
・イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

会
議

）＞

○
G

aN
結

晶
の

成
長

に
悪

影
響

を
与

え
る

欠
陥

の
種

類
・
分

布
を

世
界

で
初

め

て
ほ

ぼ
特

定
す

る
と

と
も

に
、

G
aN

の
結

晶
成

長
に

お
け

る
反

応
過

程
を

世
界

で

初
め

て
解

明
。

こ
の

成
果

を
基

に
研

究
開

発
を

加
速

。

電
流

が
リ

ー
ク

し
て

い
る

混
合

転
位

が
キ

ラ
ー

欠
陥

で
あ

る
こ

と
を

特
定

○
革

新
的

な
省

エ
ネ

を
実

現
す

る
パ

ワ
ー

デ
バ

イ
ス

応
用

、
レ

ー
ザ

ー
デ

バ
イ

ス
応

用
に

係
る

研
究

開
発

を
加

速
す

る
と

と
も

に
、

平
成

30
年

度
よ

り
新

た
に

、
窒

化
ガ

リ
ウ

ム
の

特
性

を
活

か
し

た
高

周
波

デ
バ

イ
ス

（
無

線
給

電
・
通

信
デ

バ
イ

ス
）
応

用
に

係
る

研
究

開
発

を
実

施
。

＊
パ

ワ
ー

デ
バ

イ
ス

市
場

見
込

み
：
2
0
2
5
年

に
約

3
.5

兆
円

（
2
0
1
5
年

の
1
.3

倍
）

出
典

：
2
0
1
6
年

版
次

世
代

パ
ワ

ー
デ

バ
イ

ス
＆

パ
ワ

エ
レ

関
連

機
器

市
場

の
現

状
と

将
来

展
望

（
富

士
経

済
） G

aN
結

晶
成

長
過

程
の

解
明

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
5
4
4
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
2
5
3
百
万
円
）

○
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
社

会
の

実
現

と
と

も
に

、
新

た
な

価
値

を
有

し
た

革
新

的
な

集
積

化
デ

バ
イ

ス
・
シ

ス
テ

ム
を

実
現

し
、

世
界

市
場

の
獲

得
を

目
指

す
。

○
名

古
屋

大
学

が
中

核
と

な
っ

て
立

ち
上

げ
、

多
く

の
企

業
が

参
画

す
る

G
aN

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
等

を
活

用
し

て
、

企
業

と
の

連
携

を
強

化
し

、
実

用
化

に
向

け
た

大
規

模
な

共
同

研
究

を
既

に
開

始
。
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⃝
核

融
合

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

燃
料

と
な

る
資

源
が

海
中

に
豊

富
に

存
在

し
、

少
量

の
燃

料
か

ら
膨

大
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

発
生

す
る

こ
と

連
鎖

反
応

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
発

生
さ

せ
る

も
の

で
は

な
い

た
め

、
燃

料
の

供
給

を
止

め
る

と
す

み
や

か
に

反
応

が
停

止
す

る
と

い
う

固
有

の
安

全
性

を
有

す
る

こ
と

地
球

温
暖

化
の

原
因

と
な

る
二

酸
化

炭
素

を
発

生
し

な
い

こ
と

等
の

特
徴

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
将

来
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
し

て
、

そ
の

実
現

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

背
景

・
課

題

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
と

環
境

問
題

を
根

本
的

に
解

決
す

る
も

の
と

期
待

さ
れ

る
核

融
合

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

実
現

に
向

け
、

国
際

約
束

に
基

づ
き

、
核

融
合

実
験

炉
の

建
設

・
運

転
を

通
じ

て
科

学
的

・
技

術
的

実
現

可
能

性
を

実
証

す
る

IT
E
R

計
画

及
び

発
電

実
証

に
向

け
た

先
進

的
研

究
開

発
を

国
内

で
行

う
幅

広
い

ア
プ

ロ
ー

チ
（
B

A
）
活

動
等

を
計

画
的

か
つ

着
実

に
実

施
。

【
閣
議
決
定
文
書
に
お
け
る
記
載
】

ＩＴ
Ｅ

Ｒ
計

画
Ｂ

Ａ
活

動
等

平
成

3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

：
2
3
,9

7
0
百

万
円

(1
6
,0

8
0
百

万
円

）
平

成
3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

：
7
,8

9
6
百

万
円

(6
,4

5
0
百

万
円

）

ＩＴ
Ｅ

Ｒ
（
国

際
熱

核
融

合
実

験
炉

）
計

画
等

の
実

施

⃝
協

定
：
2
0
0
7
年

1
0
月

24
日

発
効

⃝
参

加
極

：
日

、
欧

、
米

、
露

、
中

、
韓

、
印

⃝
各

局
の

費
用

分
担

（
建

設
期

）
：

欧
州

、
日

本
、

米
国

、
ロ

シ
ア

、
中

国
、

韓
国

、
イ

ン
ド

4
5
.5

%
  
9
.1

%
9
.1

%
  
 9

.1
%
  
  

9
.1

%
  
  

9
.1

%
  
 9

.1
%
  

※
各

極
が

分
担

す
る

機
器

を
調

達
・
製

造
し

て
持

ち
よ

り
、

IT
E
R

機
構

が
全

体
を

組
み

立
て

る
仕

組
み

⃝
計

画
：
運

転
開

始
：
2
0
2
5
年

1
2月

核
融

合
運

転
：
2
0
3
5
年

1
2月

⃝
成

果
：
IT

E
R

サ
イ

ト
の

建
設

状
況

が
進

捗
す

る
と

と
も

に
、

超
大

型
で

高
性

能
の

超
伝

導
コ

イ
ル

の
実

機
製

作
が

進
む

な
ど

、
機

器
製

作
が

着
実

に
進

展

⃝
協

定
：
2
0
0
7
年

6
月

1
日

発
効

⃝
実

施
極

：
日

、
欧

⃝
実

施
地

：
青

森
県

六
ケ

所
村

、
茨

城
県

那
珂

市

⃝
計

画
：
2
0
2
0
年

3
月

ま
で

（
2
0
2
0
年

以
降

の
活

動
に

つ
い

て
は

日
欧

両
極

で
協

議
中

）

⃝
実

施
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

①
国

際
核

融
合

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業

②
核

融
合

中
性

子
源

用
原

型
加

速
器

の
建

設
と

実
証

③
先

進
超

伝
導

ト
カ

マ
ク

装
置

（
J
T
-
6
0
S
A

）
の

建
設

と
利

用

⃝
成

果
：
高

性
能

加
速

器
の

据
付

・
調

整
や

J
T
-
6
0
S
A

の
建

設
等

が
順

調
に

進
展

目
的

J
T
-
6
0
S
A

実
験

炉
ＩＴ

Ｅ
Ｒ

（
フ

ラ
ン

ス
に

建
設

中
）

⃝
国

際
協

力
で

進
め

ら
れ

て
い

る
IT

E
R

計
画

や
幅

広
い

ア
プ

ロ
ー

チ
活

動
を

始
め

と
す

る
核

融
合

を
長

期
的

視
野

に
た

っ
て

着
実

に
推

進
す

る
/
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

基
本

計
画

」
（
平

成
2
6
年

4
月

1
1
日

閣
議

決
定

）

⃝
将

来
に

向
け

た
重

要
な

技
術

で
あ

る
核

融
合

等
の

革
新

的
技

術
、

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
技

術
の

確
立

に
向

け
た

研
究

開
発

に
も

取
り

組
む

/
「
科

学
技

術
基

本
計

画
」
（
平

成
2
8
年

1
月

2
2
日

閣
議

決
定

）

⃝
超

長
期

的
視

点
に

お
い

て
重

要
な

技
術

で
あ

る
核

融
合

、
宇

宙
太

陽
光

発
電

等
の

技
術

の
研

究
開

発
を

推
進

す
る

/
「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

総
合

戦
略

2
0
1
7
」
（
平

成
2
9
年

6
月

2
日

閣
議

決
定

）

核
融

合
中

性
子

源
用

原
型

加
速

器

IT
E
R

サ
イ

ト
の

建
設

状
況

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
（
QS
T）

に
お
け
る

IT
ER
計
画
の
補
完
・
支
援
及
び
核
融
合
原
型
炉
に
必
要
な
技
術
基
盤
の
確
立
に
向
け
た

先
進
的
研
究
開
発
等
（
補
助
金
）

・
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
事
業

2,
50
3百

万
円
（
1,
86
0百

万
円
）

・
核
融
合
中
性
子
源
用
原
型
加
速
器
の
建
設
と
実
証

49
8百

万
円
（

42
2百

万
円
）

・
先
進
超
伝
導
ト
カ
マ
ク
装
置
（

JT
-6

0S
A）

の
建

設
と

利
用 4,

89
5百

万
円
（
4,
16
8百

万
円
）

※
超
伝
導
コ
イ
ル
の
全
実
機
製
作
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
主
要
機
器
に
つ
い
て
も
実
機
製
作
を
継
続

超
伝

導
コ

イ
ル

IT
ER
機
構
の
活
動
（
分
担
金
）

4,
65
3百

万
円
（
4,
48
1百

万
円
）

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
（
QS
T）

に
お
け
る

IT
ER
機
器
の
製
作
や
試
験
、
人
員
派
遣
等
（
補
助
金
）

19
,3
17
百
万
円
（
11
,5
98
百
万
円
）

Ｂ
Ａ

活
動

サ
イ

ト
（
青

森
県

六
ヶ

所
村

）

T
F
コ

イ
ル

組
立

て
が

進
む

J
T
-
6
0
S
A

本
体

※
そ
の
他
、
核
融
合
科
学
研
究
所
に
お
け
る
大
型
ヘ
リ
カ
ル
装
置
（

LH
D
）
計
画
（
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
等

に
別
途
計
上
）
を
実
施

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
3
1
,
8
6
6
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
2
,
5
2
9
百
万
円
）
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気
候

変
動

適
応

戦
略

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

⃝
平

成
2
8
年

1
1
月

の
「
パ

リ
協

定
」
発

効
等

を
踏

ま
え

、
具

体
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減
取

組
や

、
気

候
変

動
に

よ
る

影
響

へ
の

適
応

等
の

対
策

を
推

進
す

る
こ

と
が

強
く
求

め
ら

れ
て

い
る

。

⃝
ま

た
、

我
が

国
独

自
で

蓄
積

す
る

世
界

最
大

級
の

地
球

環
境

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

（
衛

星
観

測
情

報
・
気

候
予

測
情

報
等

）
を

有
効

に
活

用
し

、
気

候
変

動
等

の
国

内
外

の
地

球
規

模
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
必

要
が

あ
る

。

背
景

・
課

題

事
業

概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

○
気

候
変

動
に

係
る

政
策

立
案

や
具

体
の

対
策

の
基

盤
と

な
る

気
候

変
動

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

や
高

精
度

予
測

情
報

の
創

出
を

推
進

す
る

。
○

地
球

環
境

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
用

い
、

地
球

規
模

課
題

の
解

決
に

産
学

官
で

活
用

で
き

る
「
地

球
環

境
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」
を

構
築

す
る

。
○

地
方

公
共

団
体

等
に

お
け

る
適

応
策

立
案

・
推

進
を

支
援

す
る

た
め

、
汎

用
的

に
活

用
可

能
な

将
来

予
測

情
報

等
の

創
出

・
提

供
等

を
行

う
。

【
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
（
平
成
2
8
年
１
月
閣
議
決
定
）
に
お
け
る
記
載
（
抄
）
】

・
地

球
規

模
で

の
温

室
効

果
ガ

ス
の

大
幅

な
削

減
を

目
指

す
と

と
も

に
、

我
が

国
の

み
な

ら
ず

世
界

に
お

け
る

気
候

変
動

の
影

響
へ

の
適

応
に

貢
献

す
る

。
・

気
候

変
動

の
監

視
の

た
め

、
地

球
環

境
の

情
報

を
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
と

し
て

捉
え

、
気

候
変

動
に

起
因

す
る

経
済

・
社

会
的

課
題

の
解

決
の

た
め

に
地

球
環

境
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

す
る

。

【
参

考
：

パ
リ

協
定

の
主

な
内

容
】

・
気

温
上

昇
を

産
業

革
命

以
前

比
２

℃
よ

り
十

分
低

く
保

つ
と

と
も

に
、

1
.5

℃
に

抑
え

る
努

力
を

追
求

。
・

気
候

変
動

へ
の

適
応

能
力

の
向

上
、

強
靱

性
の

強
化

。

統
合

的
気

候
モ

デ
ル

高
度

化
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

地
球

環
境

情
報

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
気

候
変

動
適

応
技

術
社

会
実

装
プ

ロ
グ

ラ
ム

要
求

・
要

望
額

等
6
4
6
百

万
円

（
5
8
2
百

万
円

）
5
9
0
百

万
円

（
4
0
0
百

万
円

）
4
3
0
百

万
円

（
4
3
0
百

万
円

）

事
業

概
要

・
全

て
の

気
候

変
動

対
策

の
基

盤
と

な
る

気
候

モ
デ

ル
の

高
度

化
、

気
候

変
動

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

、
気

候
変

動
予

測
情

報
を

創
出

。
・

IP
C

C
（
気

候
変

動
に

関
す

る
政

府
間

パ
ネ

ル
）
や

G
7

作
業

部
会

等
へ

の
イ

ン
プ

ッ
ト

を
通

じ
て

国
際

的
な

気
候

変
動

に
関

す
る

議
論

を
リ

ー
ド

す
る

と
と

も
に

、
国

内
外

に
お

け
る

具
体

の
気

候
変

動
対

策
に

活
用

。

・
世

界
最

大
級

の
地

球
環

境
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

D
IA

S
上

で
蓄

積
・
統

合
解

析
。

G
E
O

（
地

球
観

測
に

関
す

る
政

府

間
会

合
）
や

IP
C

C
等

を
通

じ
た

国
際

貢
献

、
学

術
研

究
の

場
面

へ
の

利
活

用
を

一
層

推
進

。
・

企
業

等
の

活
用

を
推

進
す

る
た

め
、

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

運
用

体
制

構
築

や
水

資
源

分
野

等
の

具
体

的
な

課
題

解
決

に
向

け
た

共
同

研
究

等
を

実
施

。

・
地

方
公

共
団

体
の

参
画

を
得

て
、

実
際

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
、

防
災

・
農

業
等

の
適

応
策

立
案

・
推

進
に

汎
用

的
に

活
用

可
能

な
近

未
来

の
超

高
解

像
度

気
候

変
動

予
測

情
報

等
を

開
発

。
・

研
究

開
発

成
果

を
地

方
公

共
団

体
等

に
提

供
。

地
方

公
共

団
体

に
お

け
る

適
応

策
立

案
・
推

進
を

積
極

的
に

支
援

。

主
な

成
果

（
一

部
前

身
事

業
の

成
果

を
含

む
。

）

IP
C

C
等

に
お

い
て

、
開

発
し

た
気

候
モ

デ
ル

が
世

界
一

活
用

さ
れ

、
ま

た
論

文
被

引
用

が
増

加
。

創
出

し
た

気
候

変
動

リ
ス

ク
情

報
が

環
境

省
報

告
書

に
活

用
さ

れ
る

な
ど

、
国

内
の

適
応

策
立

案
の

基
盤

と
し

て
活

用
。

D
IA

S
ユ

ー
ザ

ー
数

が
３

年
で

５
倍

に
な

る
な

ど
、

利
用

者
・
利

用
範

囲
が

国
内

外
で

拡
大

。

平
成

2
9
年

５
月

末
に

発
生

し
た

ス
リ

ラ
ン

カ
洪

水
の

復
旧

計
画

の
策

定
等

に
D

IA
S

を
活

用
す

る
な

ど
国

際
貢

献
に

活
用

。

７
つ

の
モ

デ
ル

自
治

体
の

参
画

を
得

て
、

簡
便

な
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
の

第
一

版
を

作
成

。
モ

デ
ル

自
治

体
に

お
け

る
試

用
を

開
始

。

事
業

ス
キ

ー
ム

支
援

対
象

機
関

：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等

デ
ー

タ統
合

・解
析

シ
ス

テ
ム

（
DI

AS
）

独
自

の
全

球
気

候
モデ

ル

国
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
委
託

*
 以

下
３

事
業

を
連

携
し

て
実

施

温
州

ミカ
ン栽

培
適

地
の

将
来

変
化

≪
平

成
29

～
33

年
度

≫
≪

平
成

27
～

31
年

度
≫

≪
平

成
28

～
32

年
度

≫

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
,
6
6
6
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
,
4
1
2
百
万
円
）
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	9．クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現

